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心の色を感じて
北海道・東神楽町立東神楽中学校・一年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むらかみ),村上)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆきの),友紀乃)
　あの日の出来事を私は一生忘れることはないだろう。
　それは一年前の暑い夏の日、家族と大好きだった曽祖母のお墓参りに行った時のことだった。私がお墓を掃除していると、ふと墓石がかけていることに気がついた。
　「大変！墓石がかけているよ。」
私が母に伝えた時、一瞬母が悲しそうな目をしたのを覚えている。そして少しの沈黙の後、母は言った。
　「まだおばあちゃんが生きていた頃にね、誰かにいたずらされて墓石を倒されたことがあって。その時、おばあちゃんがとても悲しんでいてね……。」
　その母の話を聞いて私の心は一瞬にしてぐちゃぐちゃになった。それが怒りからくるものなのか悲しみによるものなのか自分でもわからなかった。ただ、生まれて初めて抱く感情だった。
　「絶対許せない！」
と言った私の声は自分でも驚くほど震えていた。誰にでも優しかったおばあちゃん。いつも私が会いに行くと、とても喜んで私の頭をいっぱい撫でてくれたおばあちゃん。そんなおばあちゃんがどれほど傷ついたか、それを考えると私の胸は張り裂けそうだった。母はそんな私に気づいたのか私の背中に手をあて
　「友紀乃の心、素敵に光れ！」
と言った。その瞬間、私に懐かしい記憶がよみがえってきた。
　まだ幼かった私と母との「心の色遊び」
　「人は怒りや悲しみの中では心の色を無くしてしまうの。そして喜びや優しさの中では心はとてもきれいな色に輝くの。」
と母はよく話をしてくれた。幼かった私はいつも母に
　「今ゆきのの心は何色？」
と聞いた。
　「友紀乃の心、素敵に光れ！今はかわいいピンクに光っているよ。」
　私はどんなに気分が沈んでいる時も母のその呪文を聞けば機嫌が良くなったのを覚えている。
　そして今も……。不思議と母の呪文で私の乱れた心は静かになった。
　母の話には続きがあった。
　「でもね、おばあちゃんは、そのいたずらした人のことを一度も悪く言わなかったの。それどころか、その人が同じ過ちを繰り返していないか心配していたの。」
　そう話す母は少し誇らしげだった。
　人は色々な事情を抱えて生きている。きっとお墓を倒した人も何らかの事情で心の色を無くしてしまっていたのだろう。「今、その人も私のように心の色を取り戻していてほしい」私は、いつの間にかそんな気持ちになっていた。さっきまで許せないと思っていた気持ちはもう消えていた。曽祖母が悲しんでいたのは、もしかしたら墓石を倒されたことではなく、その人が心の色を失ってしまったことだったのかもしれないと思えたからだ。
　今コロナ禍で多くの人たちが深い悲しみの中、心の色を無くしている。ニュースなどでそんな人達の起こした犯罪が報道されているのを見ると、とてもつらい気持ちになる。一度罪を犯すとその罪は一生消すことはできないだろう。しかし、前に何かの本で読んだことがある。人は暗闇の中では生きていけないが、そこに一筋の光が差し込めばその光を希望に変えて生きていくことができると。まさにあの時、母との懐かしい思い出がその光となり、色を失った私の心に本来の色を取り戻してくれたのだと思う。
　そう、心の色を取り戻すのにはその光が必要なのだ。罪を犯してしまった人の心にもその光が届き、自分の心の色を感じることができたら、その時初めて自分の過ちを心から悔い改め、正しい道を歩み始めることができるのではないだろうか。
　そして、その光を届けることが出来るのは私たちの「優しさ」であるということ。信じる優しさ、励ます優しさ、許す優しさ、そのたくさんの優しさは時として相手だけでなく自分の傷ついた心も照らす光となる。あの時の出来事は私にとても大切なことを教えてくれた。
　もしこの優しい光が今を生きる全ての人たちに届いたら、その一人一人の小さな光が集まり、大きな光となって私たちの生きる社会を明るく照らすことだろう。
　一年経った今、私は母や曽祖母のような優しい光を誰かに届けられているだろうか。
　これからはこのことを常に自分に問いながら生きていこうと思う。
　そして、今だから事私は伝えたい
　　「信じてほしい心の光を
　　　感じてほしい心の色を……」と。
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